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どの診療科でも，患者の約3割はなんらかの皮膚病変を有し，皮膚科専門医
ではない医師が皮膚病を診察する機会は数多くあります．アトピー性皮膚炎や
足白癬（いわゆる水虫），薬疹から悪性黒色腫まで，皮膚病は実に多彩で多岐に
及んでいます．
皮膚病は「見ればわかる」疾患が大半です．見てもわからない，誤診をする

というのは，単に医療者側の知識不足による場合がほとんどです．しかし，情
報過多時代の現在，自身の診療科の勉強だけで精一杯の医師・医療従事者が，
皮膚病の勉強に時間をかける充分な余裕がないのが現状でもあります．
本書は皮膚科専門医だけでなく，あらゆる医師・医療従事者に役立つ，「見
ればわかる」皮膚病診療アトラスです．どの診療科においても高頻度に遭遇す
るであろう皮膚病を選び，その疾患のイメージが見ただけでわかるような典型
的で，かつ，高画質の臨床写真を厳選しました．各疾患の説明文は，治療法も
含めポイントだけに絞ったので，より詳しい説明が必要な場合は『あたらしい
皮膚科学』などの皮膚科教科書を参照してください．
さらに本書で工夫したのは，皮膚科学の総論である「皮疹のみかた」を，表
裏の各表紙を開いたところに，光沢のある立体的なイラストを使ってわかりや
すく示したことです．本を傾けて，実際に光っている部分を指先で触れ，紅斑
や紫斑，丘疹，びらんなどの皮膚病変のイメージを感じとってください．
各論の解説は疾患ごとに独立しているので，どのページを開いても，まず各
疾患の臨床写真を見てから説明文を読むことにより，その疾患が画像とともに
理解しやすくなっています．
本書の執筆に5年の歳月を要したのは，良い臨床写真の選択にとことんこだ
わったからです．ほとんどの臨床写真は過去16年間に北海道大学皮膚科で撮
影したもので，すべての教室員に深謝します．また「自分で納得できない本は
出版しない」という私のこだわりに，長年にわたり付き合ってくださった中山書
店の岩瀬智子さんにも深謝します．

2015年 8月

清水　宏
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皮疹のみかた

! "

00

3D模式図

病理写真

直径 5 mm以上のものを水疱といい，透明な水様性の内容をもち，天蓋に被膜をもつ皮膚隆起である．
水疱が基底層下にできた場合は，被膜が厚く緊張し，水疱は張りをもって破れにくい（緊満性水疱）．
一方，表皮内にできた水疱は被膜が薄く，張りのない破れやすいものになる（弛緩性水疱）．

水疱
blister, bulla

表皮の裂隙内（→）に透明
な水様性の内容をもつ
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臨床写真
皮
疹
の
み
か
た

単純型表皮水疱症（epidermolysis bullosa simplex） 
▶p.111

水疱性類天疱瘡（bullous pemphigoid）▶p.120

晩発性皮膚ポルフィリン症（porphyria cutanea tarda）
▶p.161

熱傷（burn）▶p.102

単純ヘルペスウイルス感染症（herpes simplex virus in-
fection）▶p.250

虫刺症（insect bite）▶p.285

C
チャーグ

hurg-S
ストラウス

trauss症候群（Churg-Strauss syndrome） 
▶p.74

!""#$"#%&'()*+,,---./ #".%0"10."---.23"234.



血管炎･紫斑･その他の脈管疾患

7 0

点状紫斑が多発し一部で融合する

水疱，膿疱を伴う

血管炎＞小血管　同義語  IgA血管炎（IgA vasculitis），アナフィラクトイド紫斑（anaphylactoid purpura）

H
ヘノッホ

enoch-S
シェーンライン

chönlein紫斑
Henoch-Schönlein purpura; HSP

 ●浸潤を触れる紫斑が下肢
に多発する
 ●関節痛や腹痛，腎炎をき
たす
 ●成人では腎不全への進行
に注意
 ●IgA 免疫複合体が真皮上
層の血管壁に沈着して発
症する

下腿中心に直径数mm～1 cm
以内の浸潤を触れる紫斑
（palpable purpura）が播種
状に多発する．関節痛，腹痛
や下血などの消化管症状，糸
球体腎炎を認めうる．
病理組織学的には白血球破砕
性血管炎であるが，そのなか
でも真皮上層に限局し，血管
壁への IgA 沈着を認めるも
のをいう．
小児に好発するが，成人例も
みられる．頭痛，咽頭痛，感
冒様症状が先行する．小児で
は上気道感染後に発症する例
が多い．レンサ球菌感染によ
る場合は，ASO および ASK 
値が上昇する．
治療は安静，血管強化薬，止
血薬，NSAIDs，症状が強い
場合はステロイド内服．
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7 1

血
管
炎･

紫
斑･

そ
の
他
の
脈
管
疾
患

7 1

手に散在する紫斑

痂皮，びらんを少数混じる播種状に多発する紫斑
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角化症

1 2 6

09

 ●ああああああああ
 ●ああああああ
 ●ああああああ

あああああああああ

 ●遺伝性に手掌や足底に高
度な過角化をきたす疾患
の総称
 ●掌蹠の発汗過多，潮紅，指
端断節を伴うこともある
 ●臨床型や遺伝形式により
いくつかの病型に分類さ
れるが，日本人や中国人
では長島型が多い
 ●遺伝子変異は一部の病型
でしか同定されないもの
が多く，分類の正当性に
ついても今後の検討を要
する

ケラチン 1，ケラチン 9，
SERPINB7，デスモグレイ
ン 1，デスモプラキン，ロリ
クリン遺伝子などが原因遺伝
子となりうる．
長島型，U

ウンナ

nna-T
トースト

host型，メ
レダ型などに分類されるが，
いずれの型も根本的な治療法
はない．対症療法としてはレ
チノイド内服やサリチル酸ワ
セリン，保湿剤の外用．

長島型．紅斑と過角化は手掌を越えて手背に及ぶ

典型皮疹の拡大図

遺伝性角化症

掌
しょ う

蹠
せ き

角化症
palmoplantar keratoderma; PPK

長島型．紅斑と過角化は足底を越えて足背に及ぶ

長島型．紅斑と過角化は手掌を越えて手背に及ぶ

!"#$%"$"&'(&)*+,-.//000"#1 #2"34254"2000"'6#36#$
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1 2 7

角
化
症

足底の過角化 著明な過角化

手掌の過角化
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